
 

　ポスター発表は、前半は教員等による19の発表
があり、後半は大学院生による32の発表があった。
前半は、大学や附属学校園、各地の学校の教員
等が発表し、共同発表が多くを占めた。共同発表
では、各学校園内、各学校園と大学、異なる学校
園の教員による発表など、多様な研究体制がみら
れた。後半の大学院生の発表は、教育実習等にも
とづいた教育実践研究のこれまでの成果、そして
今後の展望が示されていた。今年の発表は、昨年
とは異なるはじめての教室で行われたが、昨年同
様に多くの来場があり、さまざまな感想や質問・
意見を発表者にぶつけ、発表者もそれに応答し、
熱気を帯びたやりとりがみられた。私自身も発表
者の一人だったが、専門が異なる教員や大学院生
が数多く集まってくださり、新鮮で有意義な意見
交換を近い距離で行うことができた。

（教育学部教員　土肥　大次郎）
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　福井大学教育学部附属中学校副校長の牧田秀
昭先生より「授業づくり 「̶教える専門家」から「学
びの専門家」へ」と題してご講演頂き、真に有り難
いことであった。以下、印象に残った点を記す。
授業づくりに必要なことは、まずは教員が、子ど
もに求める力を学び、教える専門家から学びの専
門家に教師観を変えることであるという。近年、
授業づくりを変革するのにアクティブ・ラーニン
グの導入が唱えられるなか、単にグループ活動を
したり、子どもの主体性に任せるだけでは学習効
果は得られない。将来子どもが社会人になったと
きに求められる資質や能力を起点として授業づく
りを考え、授業ごとの、かつ単元や教育課程全体
の、目的や方向性を明確に意識化したうえで、ア
クティブ・ラーニングの持つ視点を授業に取り入
れる必要があるという。授業のなかで、子どもが
どのような考えを用いたか、その考えはどのように
発展するかなども念頭に置いて、それを評価でき
る授業設計やカリキュラムデザインも必要とのこと
であった。　　　　 (教育学部教員　松元　浩一）

　この度の講演では、学習指導要領改訂の動向
について、PISAや全国学力・学習状況調査等の
結果を踏まえながら、中央教育審議会での審議
経過を詳述するとともに今後の方向性を示してい
ただいた。講演を拝聴して、現在の学校教育が
抱える問題を明確に認識し、これからの学校教
育の方向性、すなわち学校教育において児童・
生徒が何を学ぶべきなのか、どのように学ぶべ
きなのか、何ができるようになるべきなのかとい
うことを理解することができた。教育に携わるす
べての人々にとって、今知るべき重要な事項や今
後考えていくべき重大な事項に関する情報が、贅
沢に詰め込まれた講演であったと思う。この貴
重な機会に恵まれた一人として、今後も学習指
導要領改訂の動向を注視するとともに、次期学
習指導要領を意識しつつ、これからの学校教育
のために研究を進めていきたい。

(教育学部教員　山田　真子）


